
 

 

－ 記者発表資料 － 

令 和 ４ 年 ９ 月 ２ ９ 日  

              八 代 河 川 国 道 事 務 所 

              熊 本 県 
 
 
 

台風第１４号洪水における市房ダムの効果について 

《速報値》 
 

 

 

大型で非常に強い台風第 14 号は、18 日夜から 19 日朝にかけて熊本県に接

近し、長時間にわたる大雨をもたらし、市房ダム上流の雨量観測所では 24 時

間雨量および累加雨量において、令和 2 年 7 月豪雨を上回る降雨量を記録し

ました。この大雨により、市房ダムは令和 4 年 9 月 19 日 3 時頃から約 2 時間

にわたり緊急放流（異常洪水時防災操作）を行いました。 

このたび、九州地方整備局八代河川国道事務所と熊本県では、台風第 14 号

における市房ダムの洪水調節効果等について検証を実施しました。その結果、

市房ダムの洪水調節により、多良木水位観測所で約 90cm、人吉水位観測所で

約 20cm の水位低減効果があったと推定しています。 
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 熊 本 県 土木部 河川港湾局 河川課 

                    課長補佐   上妻
こうづま

 嘉昭
よしあき
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      代表：096-383-1111 
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令和４年９月 台風第14号の概要
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１

○球磨川流域における時間毎の
レーダー雨量

 大型で非常に強い台風第14号は、18日夜から19日朝にかけて熊本県に接近。
 市房ダム上流では、時間雨量20mmを超える雨が9月18日7時から19日1時までの間に、14時間観測（最

大で時間雨量39mm）するなど、長時間にわたる降雨となった。
 市房ダム上流の雨量観測所では24時間雨量および累加雨量において、令和2年7月豪雨を上回る降雨量

を記録。

9/18 22:00 9/19 0:00

9/19 2:00 9/19 4:00

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。
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※累加⾬量（降⾬期間）
R2.7：7/5   13:00 〜 7/7  24:00  (59h)
R4.9：9/17 16:00 〜 9/19  2:00  (34h)

※累加⾬量（降⾬期間）
R2.7：7/3     7:00 〜 7/4   11:00  (28h)
R4.9：9/16 23:00 〜 9/19 23:00  (72h)

※累加⾬量（降⾬期間）
R2.7：7/3     6:00 〜 7/4     9:00  (27h)
R4.9：9/16 21:00 〜 9/19 19:00  (70h)

【速報値】



2022年 (令和4年) 台風14号

300 80

0 100

900 40

600 60

1,200

1,500.0 0

20

流量 雨量

(m
3
/s) (mm) №100

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

雨量

- - 貯水位

― 流入量

― 全放流量

H.W.L 4.07

3.94

4.12
市房ダムが
なかった場合

実績
（市房ダムあり）

H.W.L 4.44

3.6

4.46

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

-50 -30 -10 10 30 50 70 90 110 130 150

水

位

（m）

川幅（m）

球 磨 川 横 断 比 較 図 距離標 84.20

実績
（市房ダムあり）

市房ダムが
なかった場合

H.W.L 4.07

3.94

4.12

-4

-3

-2

-1

0

1

2

3

4

5

6

-50 0 50 100 150 200 250

水

位

（m）

川幅（m）

球 磨 川 横 断 比 較 図 距離標 62.20

市房ダムが
なかった場合

実績
（市房ダムあり）

令和４年９月台風第14号洪水概要（市房ダムの効果※速報値） 2

約90cm低減

約20cm低減

 市房ダムでは、通常の洪水調節容量1,830万m3に加え、事前放流等により約470万m3の容量を追加確保し、
計約2,300万m3貯留可能な状態で、18日8時30分から洪水調節を開始。

 洪水調節開始流入量である300m3/sを超える流入量が約30時間継続（令和2年7月豪雨時は13時間）。
 最大流入量1,054m3/sに対し、最大放流量768m3/sまで低減するなど、約2,300万m3を貯留した。
 市房ダムの洪水調節により、多良木水位観測所で約90cm、人吉水位観測所で約20cmの水位低減効果があったと推定。

最大流入量：1,054m3/s（19日2:30）

市房ダムが無かった場合、HWL（計画高水
位）を超えていた恐れ

9/18
8:30

9/19
14:50

洪水調節の実施（約30時間）

市房ダムが無かっ
た場合、HWL（計
画高水位）を超え
ていた恐れ

※市房ダムが無かった場合の水位は、市房ダムでの洪水調節量を各地点流量に加える簡易な方法により算出している。
また、本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

最大放流量：768m3/s（19日4:10）

市房ダムで貯留
約2,300万m3

洪⽔流量 300m3/s

洪⽔時最⾼⽔位 EL 283.00m

洪⽔貯留準備⽔位 EL 270.00m

貯留能⼒半分⽔位 EL 275.70m

最低⽔位 EL 249.00m

緊急放流判断⽔位 EL 280.70m

【速報値】
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2022年 (令和4年) 台風14号
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● 市町村⻑へのホットライン
▲ 関係機関への情報発信、記者発表
■ 緊急報道に関する報道等（⼀例）

19:40
貯留能力の半分情報

23:00 緊急放
流の3h前情報

1:00
緊急放流の1h前情報

2:00 緊急放流の1h延期

3:00 緊急放流開始

洪⽔時最⾼⽔位 EL 283.00m

洪⽔貯留準備⽔位 EL 270.00m

貯留能⼒半分⽔位 EL 275.70m

洪⽔流量 300m3/s

0:53頃 TV(音声＋字幕)
水位が満杯に達する可能性
2時頃から緊急放流の可能性
最大限の警戒を呼びかけ23:56 TV(テロップ繰り返し)

2時頃から緊急放流の可能性

2:19頃 TV(テロップ繰り返し)
上流域の雨が弱まったとして

3時頃からに遅らせる

2:56頃 TV(音声)
3時頃から行う可能性
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最低⽔位 EL 249.00m

放流量

令和４年９月台風第14号洪水概要（市房ダム緊急放流①）

 19日3時頃から約2時間、緊急放流（異常洪水時防災操作）を実施。
 住民への市房ダムの情報発信として、今年度から新たに実施した「貯留能力の半分情報」や緊急放流に関する通知等、

6度にわたって洪水調節等の情報を逐次発信。
 貯水位は洪水時最高水位（サーチャージ水位：EL283.00m）まであと2cmに迫るEL282.98mに上昇し、洪水調節として利用

可能だったダム容量約2,300万m3を最大限活用。
 ダム貯留によって洪水調節効果を発揮し、緊急放流移行後においても、放流量の調節によって下流への流量増を最小限

に抑制するとともに、市房ダムからのピーク流量の発生時刻を約1.5時間遅らせ、最大放流量を286m3/s低減することで、
下流地点での避難時間の確保に寄与。

3

9月15日23時50分から9月17日18時30
分までの事前放流により、さらに約
110万m3の容量を確保

最⼤流⼊量
19⽇ 2:30 最⼤放流量

19⽇ 4:10

ピーク流量の発生時刻を約1.5時間遅らせた

● 市町村長へのホットライン
▲ 関係機関への情報発信、記者発表
■ 緊急報道に関する報道等（一例）

※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

緊急放流判断⽔位 EL 280.70m

【速報値】
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令和４年９月台風第14号洪水概要（市房ダム緊急放流②）

市房ダム緊急放流
（9/19 2時頃予定→3時頃開始）

4

19日2時時点の状況
①ダム上流域の降雨及びダムへの流入量
3時の降雨予測は36.0mmであるものの、その後の雨量は減少傾向であった。
また、900m3/sだった流入量も600m3/s台まで低下する見込みであった。

②ダムの空き容量
貯留が進み、空き容量が減少していたものの、約255万m3を残していた。

③ダム下流河川の水位
多良木水位観測所の水位は低下傾向であったが、人吉水位観測所の水位は
氾濫危険水位を超えて、さらに上昇傾向であった。

19日0時 19日1時 19日2時

約531万m3↓ 約405万m3↓ 約255万m3↓

低下傾向
上昇傾向

：観測所実績水位

：2時に緊急放流を
開始した場合の水位

：観測所実績水位

：2時に緊急放流を
開始した場合の水位

2:00 3:00

9/18

9/18

9/19

9/19
※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。

 緊急放流実施に際して、緊急放流判断水位を９月１９日１時20分に超過したものの、①ダム上流域の降雨及びダム
への流入量、②ダムの空き容量、③ダム下流河川の水位を総合的に検討し、緊急放流開始予定時刻であった２時の
１時間後である３時より緊急放流を実施した。

 仮に１９日２時から緊急放流を開始していた場合と比べ、多良木地点における水位が38cm低減していたと推定。

【速報値】
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